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第三者意見・検証報告
信頼性を高めるとともに、社会の期待に応えるレポートとするため、第三者意見・審査をいただきました。

オカムラグループ（以下、同社）のSustainability Report 2025

について、企業で経営倫理の実務を推進し、大学とその後の現・
研究所でも理論構築を通じて「CSR/SDGsの理論と実践の融合」
を促進してきた立場から、以下に第三者意見を申し述べます。

高く評価できる点：

TNFDの開示など、時代が求める社会的課題に対応し、
説明責任を果たす姿勢を知ることができます。
同社は2021年にTCFDへの賛同を表明し、2025年には新たに
TNFDへの賛同表明も行い、気候と自然関連の財務情報開示タス
クフォース両面から積極的に取り組み説明責任を果たす姿勢を開
示しています。
こうした姿勢は様々な成果に結び付き、LEVEL認証や INDOOR 

ADVANTAGE認証などの第三者認証を通じた同社の環境配慮型
製品に対する社内外からの信頼性強化にもつながるとともに、環
境とウエルネスを重視するオフィス空間の普及に貢献するとして
国際的にも高い評価を得ていることがうかがえます。

同社のパーパス「人が活きる社会の実現」に向けた
「三方良し経営」の実践を知ることができます。

水尾 順一 氏
駿河台大学名誉教授・博士（経営学）
一般社団法人 日本コンプライアンス＆
ガバナンス研究所代表理事／会長

（株）資生堂から、駿河台大学教授・経済研究所長等
を経て2018年3月末退職、現在に至る。（株）ダイ
セル社外監査役。2010年ロンドン大学客員研究員
他。著書『サスティナブル・カンパニー～「ずーっと」
栄える会社の事業構想』（株）宣伝会議など多数。

第三者意見 近江商人の経営理念「三方良し」が同社のパーパスと一体化する
ことの重要性を理解することができます。働きがい改革は「売り
手良し」に、より良い価値の創造と提供で「買い手良し」を促進し、
そしてサステナビリティの推進が「世間良し」を生み出す構造で
「三方良し」に結びつきます。しかもその起点は従業員が活きるに
つながる「働きがい改革」の実践であり、同社が進めるWiL-BE 2.0

の実践そのものということができます。
たとえば、TOPICSの「サステナビリティ研修 in富士山・富士事
業所」「若手従業員のキャリア育成支援〈Discover商環境〉」「ラ
インケア・女性のヘルスケア研修」などは、売り手良しで従業員
が活きるについて、具体化した取り組みといえます。
さらには当レポートで開示されている「 Inner Communication

（社内活性）」「Human Development（人財育成）」「Work Rule

（制度）」「Work Smart（デジタル技術）」「Work Place（環境）」
の5つの具体的アクションは、従業員の〈働きがいの最大化〉を支
援する秀逸な取り組みであり、これらが十分に開示されています。

今後に期待する点：

「見える化」「聞ける化」「言える化」を進める
企業文化の促進を期待します。
「従業員が活きる」を進めるうえでのキーワードは、何でも自由に
モノが言える「オープンな企業文化」の構築です。
そのためには「三猿（さんざる）風土の壁」を打破することです。
三猿風土とは、日光東照宮の神廐舎にある三匹の猿「見ざる、聞
かざる、言わざる」の彫刻をもとに作った筆者の造語です。組織
の中で「見ない、聞かない、言わないという三ざる」がまん延する
ような状態になると、組織は閉塞状況に陥り、ハラスメントやト
ラブルが発生する「悪しき企業風土」になりかねません。
三猿風土の悪習を打破するには、逆説的に「見る、聞く、話す」仕
組みや企業文化が大切になります。そのためにはリーダーや従業

員自らが、組織全体の雰囲気や状態を、①よく見てお互いの立場
を知る「見える化」、②部下や上司さらには仲間たちの話にまずは
耳を傾ける「聞ける化」、③その上でオープンなコミュニケーショ
ンを心掛け、相互に「言える化」を進めることです。
その結果、お互いに相手の立場を認め合い、気働きができる自由
な企業文化が生まれ、結果として活力ある組織へと進化でき、「従
業員が活きる」会社になれることはいうまでもありません。売り
手良しから会社良しへ、ひいては社会の発展にも結び付くことを
心から祈念いたします。

「オカムラグループ　Sustainability Report2025」の発行にあ
たって、多くの分野のステークホルダーの皆さまより貴重なご意
見を多数いただき、それらのご意見を参考にした上で、持続可能
な社会の構築に向けた、当社グループの取り組みを報告させてい
ただきました。
水尾先生には、ご専門のお立場から忌憚のないご意見を頂戴し、
お礼を申し上げます。
時代が求める社会的課題に対応し、説明責任を果たす姿勢につい
て高く評価いただきました。こうした姿勢が環境配慮型製品など
事業活動の信頼性強化に好影響をもたらしているとのご意見を大
変ありがたく受け取り、今後の活動の励みにしてまいります。
また、「オープンな企業文化」の構築が重要であり、オカムラの 

パーパス「人が活きる社会の実現」に向けて、従業員一人ひとり
の働きがいの重要性とその基礎となる風通しのよい企業風土の必
要性について提起いただきました。それぞれの個を尊重し、認め
あい、活かしあうこととで、一人ひとりの能力を存分に発揮し、
「人が活きる社会の実現」を目指します。
 取締役 専務執行役員　佐藤 喜一

第三者意見を受けて

責任ある企業活動従業員の働きがいの追求地球環境への取り組み人が活きる環境の創造サステナビリティ推進会社案内

オカムラグループ　Sustainability Report 2025
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第三者検証報告
第三者検証報告（環境データ）
https://www.okamura.co.jp/corporate/sustainability/report/pdf/2025/third_party_opinion_ed.pdf

責任ある企業活動従業員の働きがいの追求地球環境への取り組み人が活きる環境の創造サステナビリティ推進会社案内
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第三者検証報告（社会性データ）
https://www.okamura.co.jp/corporate/sustainability/report/pdf/2025/third_party_opinion_sd.pdf

責任ある企業活動従業員の働きがいの追求地球環境への取り組み人が活きる環境の創造サステナビリティ推進会社案内
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